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同時発表記者クラブ

10月15日（日）、国営越後丘陵公園で『第28回土木フェスティバル』を

開催します。
今回のテーマは「知って欲しい 土木の貢献」。親子連れの皆様にも楽しみ

ながら土木の魅力を感じ、学んでいただける企画としました。

【問い合わせ先】

第28回『土木フェスティバル』を国営越後丘陵公園で開催します

（添付資料）
「土木フェスティバルについて」・「第28回土木フェスティバル パンフレット」

開催日時：平成29年10月15日（日） 9時30分～16時30分

開催場所：国営越後丘陵公園
屋外会場：緑の千畳敷 屋内会場：暖の館（多目的ホール・展示室）

企画内容（予定）：

＜屋外会場＞
除雪機械等の働く機械や災害時に活躍する排水ポンプ車等を多数展示。
見て・触れて、大きさ・力強さを実感してください。
「土石流体験装置」・「降雨体験装置」では、疑似体験しながら災害への心構えを学べます。
最新のICT技術を活用した測量機器等を展示。土木技術の進歩も学べます。

＜屋内会場＞
パソコン・模型・パネル等により、分かり易く「土木の貢献」を学んで頂けます。
展示物にヒントが隠された「クイズラリー」を行います。正解者には特製景品を用意しています。

＜その他＞
会場では、トッキッキら「ゆるキャラ」６体がお出迎え。イベントのご案内をします。
昨年度も大人気だった「アルパカ」が今年も来場予定。

イベントのお問い合わせ先：
土木フェスティバル実行委員会事務局（国土交通省信濃川河川事務所工務課内）

TEL：0258-32-3234（直通）



土木フェスティバルについて

○屋内会場（暖の館）

「土木」に対する地域住民の理解とイメージアップを推進するため、毎年、土木の日(11月18日)に関連し
たイベントを開催しています。
【主催】：土木フェスティバル実行委員会
（実行委員会構成機関：国土交通省国営越後丘陵公園事務所、国土交通省信濃川河川事務所、国土交通省
湯沢砂防事務所、国土交通省長岡国道事務所、国土交通省北陸技術事務所、 新潟県長岡地域振興局地域整
備部、 長岡市、東日本高速道路㈱新潟支社長岡管理事務所、(一社)新潟県建設業協会長岡支部）

昨年度の開催状況
■開催日：平成28年10月16日（日）9:30～16:30
■会 場：国営越後丘陵公園
■内 容：1)屋内会場（暖の館）

土木/防災用パネル・模型などの展示
2)屋外会場（緑の千畳敷）
土木/防災用機械の展示・体験・実演 アルパカ

3)現場見学会 33名参加
■入園者数：11,747人（天候 晴）

【屋内・屋外会場及び現場見学会状況】

○屋外会場（緑の千畳敷）

○現場見学会 Aコース
木籠・中山隧道～池谷地すべり対策工事現場等～長岡東西道路
橋りょう

○現場見学会 Bコース
大河津分水路可動堰～長岡北ＳＩＣ建設現場～稲葉立体交差～柿
川放水路




